手あて･手かざし療法の歴史
■釈迦の｢手あて療法｣⇒　高僧
■キリストの｢手あて療法｣⇒　使徒
■中医学（中薬､薬膳､鍼灸､推掌、気功、太極拳）

(■スピリチュアル・ヒーリング⇒ハリー･エドワーズ等)
■伯家神道と手かざし
・一言で言うと､それは生命力を強め､神々と一体化していくための､神ながら〈鎮魂法〉であった｡
その過程で､手かざしによる浄霊なども行われるのだが､明治天皇はみずから､この行をうけられ､三千柱以上を“ご浄霊”されたという｡(※出典不明)
・この伯家神道の行法は､ある面では生長の家の神想観や白光真宏会の精神統一行に､また別の面では崇教真光や世界真光文明教団などの､大本→世界救世教系の浄霊法とよく似ている｡

■黒住教

・黒住宗忠(黒住教教祖)が病人に施した､いわゆる禁厭(※きんえん､まじない)なるものは､多くの場合､自分の掌に天地生々の神徳なる｢陽気｣を吹きかけ､その手のひらを病者の局所に当てて静かに按撫した｡
・その端緒は､女中のみきの腹痛を見かねて､一心に腹を押さえて陽気を吹きかけると､腹痛がたちまち癒えた事実だった｡⇒それを伝え聞いて､病人の治療を乞いに来る人々が次第に数を増やしていった｡
・参詣者は神の教えを聞くためよりも､先ず病気を治してもらいたくて､祈願して下されと頼みに来るのが､近代日本に発生した諸宗教に共通する特徴である｡
(笠井鎮夫著｢近代日本霊異録｣より)

以上｢奇蹟のハンド・ヒーリング｣三浦一郎著

■天理教

・おさづけの理とおさづけ
■大本教

・大本の開祖出口なお､聖師出口王仁三郎によって救われた難病者は無数。文献中に｢手あて｣によるものあり｡
■臼井靈氣療法⇒　レイキ法とレイキ療法
■岡田茂吉の世界救世教
・浄霊
・古神道の鎮魂法の考えと同じである｡大きく分けると鎮魂には<たましずめ>と<たまふり>の二種類があって､前者が静的な鎮魂であるのに対し､後者は動的な鎮魂｡
■岡田光玉と真光
・立教は､昭和34年2月27日｡この浄霊は､直接には岡田茂吉の世界救世教に発しているが､その淵源を辿ると､黒住教の黒住宗忠､天理教の中山みき､大本の出口ナオや王仁三郎にさかのぼることができる｡古神道系の秘儀の一つ｡ただその｢手かざし｣れは､自然に手が出て､病気の箇所に手かざしをする､そういう形としてやっていた｡
■塩谷信男と真手(まなて) 
・医学博士｡元内科医。1902年3月生～2008年春没
・健康呼吸法｢正心調息法｣⇒91歳から著作、普及活動を開始。同呼吸法の有効性を証明するため100歳まで生きて見せると断言し、実現。2002年4月には中野サンプラザで100歳記念の講演会を行った。
真手とは 
正心調息法の塩谷信男氏が1987年頃まで東京の世田谷で医院を開いていたころ、実践していたハンド･ヒーリング。言霊の「ま」というところに繋ぐ一種のスピリチュアル・ヒーリング。他のヒーリング技術とも併用可能。
・真手とは､神霊から我々人間に授けられた無病健康法であり､病気治療の方法である｡この真手という名称は､神霊がつけてくれたのであって､我々人間が勝手につけた名称ではない｡真心の手当てという意味であり､病人に対する色々な手当てに真心がこもっていればすべて真手という事も出来る
・此処で述べる真手は一つの基本の型に基づいて行われる特殊の方法を指すのであり､病人の霊(魂)と､肉(躰)と同時的に､しかも根本的に浄化救済する事がその目的。
・真手は真心ある人ならば何人でも出来るわざである｡神の子として真心を持つ人間が､神の力をかがぶって誰でも為し得る救いの方法である｡真手の基本は､神力と真心。人間の真心と神の救いの癒しの力とがぴったり一致するとき､其処に絶妙偉大なる力が発現されてくる｡
・人間の真心とは､真手を施す者の真心と､それを受ける者の真心のことであり､神の力を頂く｢受け器｣をととのえる事が最も大切であることは言うまでもない｡
｢不治の病はない｣八幡博堂　著

・アインシュタインが天才たるゆえんは､その学績もさることながら､次の言葉に象徴されるでしょう｡
｢この宇宙の森羅万象について科学が説明できることなど､無にひとしい｣

・すなわち､霊を清く､明るく治すのである｡『不老力』
プラシーボ仮説について
■憑依仮説に反論する代替仮説【活性プラシーボ仮説１】
発動の三条件【活性プラシーボ仮説２】　⇒後頁へ
１．患者が､その治療法を信じること
２．医師が､その治療法を信じること｡
３．患者と医師が互いに信じあうこと
(『人はなぜ治るのか』アンドリュー・ワイル・P302)
現代医療技術の考え方【活性プラシーボ仮説３】
アンドリュー・ワイルの功績【活性プラシーボ仮説４】
以上､｢霊性に目覚める若者たち｣　猪俣恵常　著

■心霊治療(広義のスピリチュアル・ヒーリング)
●シャーマニズム信仰における呪術治療
●手当・手かざし治療　⇒　一部、後の頁へ
●浄霊治療
●心霊手術
●医療リーディング
●遠隔治療　　　　http://www.ne.jp/asahi/sph/hg/index.htmlより
●スピリット・ヒーリング(狭義のスピリチュアル・ヒーリング)
治療エネルギーの発生源による２分類
●ヒーラー(治療師)自身から､治療エネルギーが発生
●霊界にいる治療師(医者)から､治療エネルギーが発生
治療が及ぶレベルによる３分類
① 霊的レベルへのヒーリング
② 精神レベルへのヒーリング
③ 肉体レベルへのヒーリング
■ホリスティック医学⇒
1920年代(※シルバーバーチ　英国)のアメリカで誕生　　　
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・私たち人間を「身体性・精神性・霊性」の統合体としてとらえるホリスティックの思想が一般的に認知されようとしている。⇒帯津　良一医学博士など
・特に「霊性（スピリチュアリティ）」という観点からは、自分の存在の本質的な部分を理解することができ、「この世で生きている真の目的はなにか」
「自分にとっていちばん大切なことはなにか」
ということについて考え直したり、身のまわりで起こっているあらゆる事象をすべて肯定的にとらえることができるようになったりする。(日本ホリスティック協会HP)
■ニュートン⇒アインシュタインのパラダイム・シフト
・ニュートン的（物質主義的・機械論的）な世界観から、アインシュタイン的（量子力学的）なホーリズム（全体論）へとパラダイム・シフトを進めると、人間の存在に関しても、神経・筋肉・骨といったハードウェアを動かす一連の複雑な化学反応系（分子の集合体）とみなす「物質的身体」だけではなく、素粒子よりもさらにミクロな粒子である微細エネルギー系（波動エネルギー）とみなす「微細エネルギー身体」が存在するということが考えられる。⇒　※『ハトホルの書』
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■ヒプノセラピー(前世療法)によるアプローチ
・ハイヤーセルフ､すなわちコーザル体には､多くの前世を生きた魂の記憶と知識がすべて貯蔵されている｡
・この｢貯蔵庫｣には､誕生・死・再生という転生のしくみ､自己の存在の宇宙的意味､創造主との結びつきなどが理解できるレベルにまで個人の意識をひきあげるための｢変容への智慧｣が存在している｡
・催眠によって､この高次の意識と直接つながることができれば､現世での悩みや苦しみの理由が知覚できるようになる｡
・また､ハイヤーセルフの内なる導きに波長を合わせられるようになると､自己の感情・精神・身体・生活などを変容させることができるようになる｡
(ヒプノセラピーHP)
夢の見続け方,夢の実現の仕方を学び合い,迷路に迷い込んだら支え合える
ところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2012.5.10

※『ハトホルの書』の中で､金星に住み､先にアセンションした集合意識、ハトホルによると地球人類のアセンションに向けて｢カー｣を強化するためにも､｢コーザル体､アストラル体､エーテル体｣について解説してくれている｡
※エドガー･ケイシ―肉体と心と魂で構成､調和で健康体に
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※足立育朗『波動の法則』－人間のボディー構造は中心に肉体､順にシン体､エーテル体､アストラル体､メンタル体､コーザル体、コアード体
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身魂太極図
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・「ひと」とは、「ひ：霊、と：身体」－明治期の古神道探究家川面凡児（かわづら　ぼんじ）師
・身体を成す意志（方向性）の記憶としての役割を遺伝子が果たしているように､魂を成す意志（方向性）の記憶としての役割が霊ではないか…
・現代人は、これらの領域のうち、僅かに「自我と身体」のみで「生きて」いるようだ。
これでは、心身ともに病み・闇が深くなるのは無理なし。
■縦横の２軸によって、４つの領域に分割すると
右上：自我と身体：身体能力を拘束（限界設定）する自我の領域、
三次元世界との交渉窓口？
左上：自我と魂：魂の在りたい方向の啓示領域。
不一致だと現実の障害や精神的病の発生源。
右下：身体と魂：この世で自己表現を求める領域。
不一致の場合、身体的病の真の発生源。
左下：魂only：自由闊達・何者にも囚われない領域。「根源：宇宙」との接続窓口？
●現代人は、これらの領域のうち、僅かに「自我と身体」のみで「生きて」いるようです。
これでは、心身ともに病み・闇が深くなるのは無理ありません。
●「外の世界」と認識している三次元世界と心身との関係について
・五感（眼耳鼻舌身）の感覚器が存在する。
・意識側には、感覚器からの情報を認識する五覚（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）が存在する。
・対を為す両者が在ってこそ､人間は三次元世界を「知覚」できる。
・自我（意識）と一括して扱ってきた領域＝般若心経に代表される経典では五覚を五識とし、意識を第六識（顕在意識）としている。
・第六識に加えて第七識であるマナ識（自我：個的潜在意識）も発見されています。(やや後に成立した唯識系の経典より)
・身体と生命的エネルギーの源泉でもある第八識のアラヤ識も見出されている。これらとの接点は、五感・五覚のように七つあるチャクラが対応している。
・マナ識（自我：煩悩の発生源であり自己制約の源流）とそこから生ずる感情や記憶が蔵されるアラヤ識が発見されていた。(現在から1900～1800年前、既に仏教修行者が発見)
・太極図の外側は、第九識であるアマラ識（宇宙の根源意識）と考えられる。
◎横軸：
・左側方向－常に生々流転する「流れ・変化」の軸性
・右側方向－「固定化・執着」の軸性
◎縦軸：
・下方向－「集合化・合一」の軸性
・上方向－「分離・分別」の軸性
◎一般的に「自己の外界世界」と認識されている「三次元世界」は、実は「体」と「意識」の円弧線上の「境界に折りたたまれている」
・感覚器と知覚が認識できる「世界」は、「両者が在ってこそ」である。
・我々が普通に外界と知覚している三次元世界は、両者の間にのみ存在する極めて狭い（限定的な）世界なのだ。(般若心経を含めた複数の仏典やヌース理論、スピリチュアルなメッセージが全て異口同音に指摘)
・現世は仮想で、現実ではない：色即是空、空即是色
・また、逆に「この世」が三次元であるならば、魂を含めた我々の存在とは、さらに高次元であるとも。
・我々の「自己」は、決してポツンと「独り在る」のではなく、宇宙という海の表面でさざめく一つの波である(仏典のたとえ)
・上図では「境界がある」かの如く表示しているが、「陰」の領域の外境界は実際には存在せず、宇宙（意識）と直接つながっている。
◎自我：煩悩の源泉に対処して癒（原因を除去）
◎悟り（開眼）：瞬間瞬間を意識的に活きることによって得られる智慧と行動の高次完全なる一致によって得られるのが、悟り（開眼）の人生
・上図の上半球において「自我を縮小させ、意識を拡大する」（経典ではこの時、全知覚の感受性が拡大し、大いなる幸福感に包まれるとも指摘されている。）

・「自我や身体は自分の本体ではない」と身見を正す事をはじめ、意識的にマナ識を浄化して書き換えることにより、アラヤ識に蓄えられた記憶（善悪・正邪を問わずに蓄積される）自体を浄化することが重要になる。
・上図では、上半球に占める自我の領域が縮退し、意識化することによって
下半球の集合意識と対の関係性が
これまでの自我vs集合意識の関係から、
意識vs集合意識の関係へと変化するようになる。
・つまり、本来存在する意識と集合意識の両者を結ぶ回路によって「我々の意識が集合意識に直接働きかけられるようになる」。
・これによって、三次元世界の変化が加速し、人類全体のアセンションが実現し、次なるステージにスムースに移行することだろう。

[image: image1]
・この二つの流れを、矛盾させずにシンクロさせて生きる（活きる）ことこそ、
今日の大変化・大変革の瞬間に生き遭わせている私たちの使命である、とも考えられる。⇒身魂みがき
・しかも、辛さの克服・浄化・気づきなど個人的体験は、集合意識（アラヤ識）に浄化の記録として記憶され､集合意識自体の浄化になるので、個人的体験に留まらず、人類・宇宙全体への貢献にもなる。
・著しい変化の時代に、精神的に苦しんでいたり自分を責めたりしている人は、音速を超えたパイロット[2010.12.20]の例えを思い出してください。
・普段の暮しの経験も本質的には同じ。悩み・心配・不安・恐れ､それらが大きくなってくれば来るほど、超えるべき（音速の）壁に近づいてきた証拠なのです。
・この時やめてしまうと壁は超えられない。
そのまま突き抜けていけば、全ての騒音がついてこられなくなり、心の静寂の素晴らしい世界に出逢えます。
・「身見」を手放して「自我は自分そのものではない」と気づくこと、音速の壁を越えるということ、この二つが自我に向き合うとき、支えになってくれることでしょう。
・まだ仮説の域をでるものではありませんが、この身魂太極図には未だ読み解けるものがあります。
・なお、本記事の中で、身魂太極図に関するものはオリジナルですが、唯識の知見は、ＮＨＫブックス「唯識のすすめ」による。
※2010年夏､昨年から参加している滝行に行きました。
古武術研究家で「心道」を啓かれている河野智聖先生のミュートネットワークの皆様と、チベットのリンポチェにも師事したという修験道家の川島金山先生に先達を頂き、神奈川県の洒水の瀧に入滝後、一柱の座禅を経て頂いたインスピレーションを元に図化してみました。（川島先生のリンクには滝行の動画もあります。）
■ギリシャの医祖・ヒポクラテス
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■ロイヤルタッチ
・王様が病人の身体に触れると病気が治るといわれており、ルネッサンスの時代にも、イギリスのチャールズ二世やフランスのルイ十四世、アンリ四世などが手をかざして民衆の病を癒したという記録が残っている。
・１８世紀には、同じフランスのＡ．メスメルという医師が、人体と宇宙には磁気的エネルギーが満たされており、そのエネルギーの流れが滞ると病気が発生すると考え、ハンド・パワーで多くの患者を治していた。
■祈り
神(天・宇宙、以下略)の意に乗る。それが｢祈り｣

透きとおった光の波。それが『光透波（ことば）』
心から発した思いは『光透波（ことば）』となって、
心から心へと、目に見えないバイブレーションとなって森羅万象へと、響き渡っていく。
「祈りの言葉」とは、
神の意が透きとおった光の波となって、響き渡っていくことをいう。
その『祈り』を重ねれば重ねるほど、神の波長とあいやすくなる。
神と波長をあわせる、ということは
神と人とのあいだにパイプを通すことだ。
神の意は、その波長のあうところへと、どんどんおりてくる。
なぜなら、人間の魂の本質は波動（光）であり、
神もまた同じだからだ。
周波数があうところにしか、同じ波長は届かない。
わたし達が祈れば祈るだけ、神の波動が、地上に届くのだ。
そして『光透波（ことば）』として、地球を覆（おお）う想念帯へと響き渡っていくのだ。
だからこそ正しい『祈り』をしなければ、と思う。
『祈り』によって高次の神（波動）と波長をあわせるたび、自身の魂もまた、高次の波動へと近づいていくのではないか。
プラシーボ仮説について
■憑依仮説に反論する代替仮説【活性プラシーボ仮説１】
・さて､これまで操作的仮説として援用してきた憑依現象仮説に替わるものとして､異なった立場からの代替仮説はあり得ないものか､この分野での最新の知見を動員した公平の原則に従って私なりに検討してみたい｡
・現在､欧米でホーリズムとか､ホーリスティック・メディスンと呼ばれている広範囲な医療運動が盛んになっている｡専ら科学系薬物と外科手術に頼りきった現代の伝統的医療方針に反省を加えて､人間を目に見えない霊的次元までも含む全人的存在として取り扱うべきだとする比較的柔軟なとらわれない立場からの医療運動である｡
・ホーリスティックとは､全包括的とでも訳す術語で､正統派の医療技法のみではなく､鍼や灸の東洋医学から各種民間療法まで､役に立つものならそれこそ何でも一応は受け容れようとする立場である｡
・その指導的概念の一つにアメリカの医師であり､心理学者でもあるアンドリュー・ワイルによって提唱された活性プラシーボ反応というのがある｡(上野訳『人はなぜ治るのか』日本文教社)
・プラシーボというのは､人を満足させるという意味のラテン語でこの語の医学的定義は､患者を益することはなくても気休めにはなる薬つまり擬薬である｡
・ワイルは､このプラシーボが実は気休めどころか､それこそ奇跡的な効力を発揮する場合があることを指摘し､それに活性プラシーボという用語をあてはめた｡
■発動の三条件【活性プラシーボ仮説２】
彼は､活性プラシーボが最高に､その効力を発揮する条件として､次の三つを挙げている｡
１．患者が､その治療法を信じること
２．医師が､その治療法を信じること｡
３．患者と医師が互いに信じあうこと(ワイル・P302頁)
ワイルは､外科手術のような強硬手段が有効な活性プラシーボになるのは､それが患者に強烈な印象を与え､しかも医師がその方法の有効性を確信しているからだ､とさえ言い切る｡
その三つの条件が最適条件で働けば､たとえ非合理な理論に基づく治療方法でも真の治療が起こりうる｡
逆に三つの要素の相互作用がうまく働かなければ､最も科学的､合理的な治療法でも失敗に終わることがある｡
(ワイル・前書３０２頁)
■現代医療技術の考え方【活性プラシーボ仮説３】
したがって､彼の活性プラシーボの概念は､それこそ何でもあてはまるのである｡事実彼自身､次のように言ってそれを認めている｡－－－(何だ｡要するに何でもかんでもプラシーボになるということか)と考える人もいるかも知れない｡その通り｡少なくても潜在的には､その通りだと私は考えている｡そう考えても､活性プラシーボという概念を損なうことにはならない｡(ワイル・前書３０８頁)
・たとえばこの概念をそっくりそのまま現代の近代的病院での医療活動にあてはめることができる｡
まず､現代病院では患者は大伽藍のような近代的病院施設に接し､大きな信頼感を覚える｡さらに､ピカピカの廊下､強烈な薬品の匂い､清潔な白衣の看護婦とそのキビキビした動作等のあらゆる条件が､(ここで診てもらえば､絶対､大丈夫だ)という患者のその病院やそこの医師団に対する信頼感を形成するのに役立っている｡(活性プラシーボ第１条件の満足)
一方､病院側の医師はもちろん､看護婦､事務職員､看護助手に至るまでおのれが受けてきた医学上の訓練の有効性に対しては､ゆるぎない信頼性とプライド､自信とに満ち溢れているはずである｡(活性プラシーボ第２条件の満足)
・最後に､色々と問題が生じる場合もあるにせよ一応医師と患者の間には､相当高い水準の信頼関係が存在する｡(活性プラシーボ第３条件の満足)
・以上のような分析でも分かるとおり､何のこともない現代の病院で行われている伝統的医療活動も､他ならぬ活性プラシーボとみなされるのである｡こうなることの活性プラシーボの概念は､単に宗教団体や病院のみならず､ほとんど全てのサービス活動に当てはまることがわかる｡思いつくままに挙げても､保育所､学校､百貨店､美容院､クリーニング店等々それこそきりがない｡
■アンドリュー・ワイルの功績【活性プラシーボ仮説４】
それでは､ワイルの活性プラシーボの概念は結局のところ何の意味もないではないかとの批判が出てくるかもしれないが､忘れてはならない彼の功績がある｡それは､先述したように社会のあらゆる治療行為､営業行為においては､当事者間の信頼の心－－これは､営業の場合､信用､宗教の場合､信仰と言い替えることができる－－が､もっとも根本的な要因であるという点に我々の目を向けたことにあると私は信じる｡
・さて､これまで私は研究報告上の公平を期す為､現代医療に関する先端の概念まで動員して､本書で採用してきた前世霊による憑依現象仮説に替わるべきものとしてもっとも有力な代替仮説を検討してきた｡
・それは､その過程で多くの意義のある将来への検討課題を提供してくれたと思う｡
・たとえば､お浄めの活性プラシーボとしての第１条件の強化の為には､浮霊現象見学会といった企画の有効性とか｡
・第２条件強化の為に､霊障解消過程の説明会を開催､特にスライドやビデオ映画の上映が有効であろう｡
・また､最後の第３条件の互いの高いレベルでの信頼関係強化の為には､これこそ最も重要な条件であるから､あらゆる努力と対策とが尽くされるべきであろう｡
・ちなみに先の活性プラシーボの他に代替仮説として､催眠とか､自己暗示とかに置き換えてみても､結局活性プラシーボと大体同じ分析過程をたどることが推測できる｡つまり､憑霊現象仮説に対する批判にも代わりの説明にもならないのである｡
｢霊性に目覚める若者たち｣　猪俣恵常　著

■心霊治療(広義のスピリチュアル・ヒーリング)
①　シャーマニズム信仰における呪術治療
②　手当・手かざし治療
③　浄霊治療
④　心霊手術
⑤　医療リーディング
⑥　遠隔治療
⑦　スピリット･ヒーリング（狭義のスピリチュアル・ヒーリング）
・科学的に未解明なある種の｢神秘的な力｣によって病気を癒す治療を､世間一般では心霊治療と言っています｡心霊治療は､その方法や治療メカニズムの違いによって､さまざまに分類されます｡スピリチュアル・ヒーリングは､言うまでもなく心霊治療の一つに数えられます｡
①シャーマニズム信仰における呪術治療
②手当・手かざし治療
・ヒーラーが､病人に手を当てたりかざしたりして､自分の肉体にあるエネルギーを与え生命力をアップさせ､病気を癒すことがあります｡昔からよく｢手当｣という方法が知られています｡
・手当という言葉には､｢痛いところに手を当てる｣という意味があります｡お腹が痛ければ自然に腹に手を当て､頭が痛ければ頭に手を当てます｡すると痛みが軽くなります｡また子供が痛みを感じて泣くときに､母親が子供の痛いところに自分の手を当てたり､さすってあげるだけで痛みが軽くなります｡
・こうした治療は､太古の昔から続けられてきた最もポピュラーな心霊治療と言えます｡手当・手かざし治療は､現在でも世界各地で頻繁に見ることができます｡また日本の新興宗教には､手かざしによる病気治しを謳い文句にして､多くの信者を集めているものがあります｡
誰でも身体から､さまざまなレベルのエネルギーを放射しています｡そのエネルギーには､肉体・物質次元のものから､オーラなどと呼ばれる霊的次元のもの､あるいはその中間的なものまで､いろいろあります｡そうしたさまざまなエネルギーが､手当や手かざしによって患者に与えられることになります｡(すると患者に憑依していた霊が取り除かれるようになります｡)
・聖書の中には､イエスが病人に手をかざして病気を治したといった奇跡が数多く書かれていますが､それと同じようなことが､現代の｢気功治療｣にも見られます｡気功師が患者に気を投射することで､不治の病が現実に治っています｡気功師から発せられる気(ある種のエネルギー)が患者に当てられることで､自然治癒力が高まり病気が治ると考えられています｡
③浄霊治療
ある種の精神病は､霊が憑依することによって引き起こされると言われています｡地上人のオーラと霊自身のオーラを融合させることによって､霊は地上人の潜在意識を支配するようになります｡霊媒(ミーディアム)やチャネラーは､意識的に霊とのオーラの融合を図り､自然な形で潜在意識を一時的に霊に明け渡します｡霊は潜在意識を操ることで､霊媒の言語器官を用いて会話を可能にします｡しかし憑依の場合は､そうしたプロセスが､霊によって一方的に､時には強引になされてしまいます｡その結果､精神異常を引き起こすことになります｡
・多重人格のある種のものは､こうした“憑依現象”であると言われています｡
・オーラの融合時にあっては､意識の融合という特殊な状態が出現し､自分と他人の区別がつかなくなります｡憑依霊は､自分が地上人のオーラの中に引き込まれ､オーラの中に閉じ込められたように感じてしまいます｡地上サイドからこれを引き離そうとすると､霊は自分に圧力をかけられたり攻撃を仕掛けられたりしたと思ってしまいます｡霊が取り憑くと言っても､その実情は多岐にわたり､状況は非常に複雑｡
憑依した霊を引き離すことによって､精神病や精神異常を治そうというのが｢浄霊治療｣です｡この浄霊という現象はシャーマニズムの呪術治療や､手当・手かざし療法においても見られます｡その意味で､呪術治療も手当・手かざし治療も､浄霊治療と重複している部分を持っている｡
■アメリカのウィックランド博士
・現代において最も特筆すべき浄霊治療は､２０世紀の初め､米国のイリノイ州医師会の委員であった精神科医ウィックランド
・スピリチュアリズムに関心を抱き､アンナ夫人と交霊会によく出席していた｡
・その交霊会である日､“マーシーバンド”と名乗る霊団の代表から提案がなされました｡
・それは――｢精神病の多くが憑依霊(特に自分が死んだことに気が付かない地縛霊)が原因であり､その霊を一時的にアンナに乗り移らせ通話をさせるから､しっかりと霊的真理を教えて欲しい｡そうすれば後はこちら(霊団側)で面倒をみるから心配は要らない｣というものだった｡
・博士は､アンナ夫人が霊媒体質だったという好条件に恵まれたことにより驚異的な成果を上げ､３０年の間､迷える多くの霊達と､憑依された精神病患者を救済した｡
④心霊手術
■フィリピンでは心霊治療師の団体が発足し(１９８９年)､現在､心霊術師は数百名を超えると言われている｡
トリックの可能性が疑われる治療師も多いのですが､その中で最も信頼性が高いと言われているのが､トニー・アグパオアです｡彼の手術は一人の患者に対して５～１２分で終わり､多いときには一日５０人も治療することがある｡日本のジャーナリストが､その手術の様子を､目の前１メートルの所で３日間取材し､細部にわたって詳しく観察しましたが､トリックやインチキは発見できなかったと報告している｡
■ブラジルの心霊治療師として最も名前の知られた人物が､ホセ・アリーゴ(１９７１年､交通事故死)です｡アリーゴは消毒していないメスで患者の体を切り開き､患部を取り出します｡彼は手術する時はトランス状態に入り､ドイツ語なまりで話をします｡これは１９１８年に死んだドイツ人､フリッツ博士の霊であり､彼がアリーゴを通じて心霊手術をしていたのです｡
・１９５０～１９６０年にかけて､アリーゴはブラジルの国家的英雄として尊敬され､世界中から病人が彼のもとを訪れました｡
・アメリカの医師で超心理学者だったアンドリア・プハーリッチは､調査のため自分の腕にできた脂肪腫をアリーゴに治療させました｡アリーゴは麻酔も殺菌処理もせず､ナイフで患部を切開し取り出しました｡手術の様子は写真に撮られ､トリックでないことが証明されている｡
・こうした奇跡は､現代人の常識では考えられないことですが､病院で見放された多くの人々が現実に治っています｡ヒーラー達の語るところによれば､こうした心霊手術はすべて霊界の医師達によって行われているという｡
⑤医療リーディング
■エドガー・ケイシー
ケイシーが横になって目を閉じトランス状態になると､やがて喋りだします｡それを助手が筆記します｡
ケイシーによって示された指示に従って治療をすると､これまで医者で治らなかった病気が､みるみると良くなっていきました｡ケイシーは目が覚めた時､自分が話したことは全く覚えていません｡
・このエドガー・ケイシーの心霊治療における診断と治療法は､すべて霊界の医師がケイシーを通じて情報を与えたものです｡(＊ケイシー自身は､アーカシックレコードを読み取ったものと言っていますが……)
現在残されているリーディングの記録は１万４千件にも及び､そのうち最も多いのが病気に関するものです｡
・それらの記録は､現在でも閲覧可能

■ケイシ―療法の基本
・エドガー・ケイシ―が生涯かけて最も力を注いだのは病気で苦しんでいる人たちを救うというものでした。

エドガー・ケイシーは約14,000件のリーディングを残しましたが、そのうち、約9,000件で癒しとホリスティックな原理について語っている。
・人間は肉体と心と魂で構成されており、この三者が調和することで、初めて完全なる健康体になれるという。

・リーディングでは、病気の対処方法を述べたのではなく、生き方、考え方、心の持ち方など、トータルにその人自身にアプローチしていった。
・時には「貴方は何のために健康になりたいのか」ということを患者に考えるよう、促したこともある。
・病気になる前の不健康な生活に戻るために病気を治したいのであれば、治さないほうがマシであるとさえ述べたことがある。⇒日ごろの不摂生で体調を崩した場合には、ぜひ、その病をきっかけに、それまでの生活パターンを改めていきたいものだ。
ケイシ―の勧めた健康の基本原則　―　CARE
・リーディングの主な健康に関するアプローチは下記の４つに集約され､頭文字をとってCAREと覚える｡
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・体液（血液やリンパ液）が滞りなく体内を流れていること。循環を改善させるために適度な運動、オイルマッサージ、整骨療法をする
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・食物を消化吸収する能力
・毎日の食事を酸性食品20%、アルカリ性食品80%で構成し、水を１日７～８杯飲むようにとアドバイスしている。更に、不用な毒素を生じない食べ合わせや調理法などにも言及。
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・十分な睡眠、リラクゼーションを取り入れる
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・身体の毒素を排出し、体内を浄化することで、身体を健康に保ってくれます。
・排泄を促すために、運動、洗腸、蒸気浴、呼吸法、水を飲むこと、などがよく勧められました。

・エドガー・ケイシー療法は、単に薬を飲んだり、注射をしたり、というような、誰かに癒してもらう、というようなものではなく、自分で自分に癒しをもたらすための積極的な働きかけが必要になってくる。
・体内に蓄積している毒素だけでなく、心に蓄積している毒素（ネガティブな思い、過去のトラウマ、怒り、悲しみなど）も心の外に排出していくために、自分の心のクセや持ち方を変えていくことも大切。
身体にとって不要なものは、いつまでも体の中に溜めておかないで、さっさと捨てていきましょう。

・エドガー・ケイシー療法では、日々の食事は健康保持のための、とても大切な鍵となっている。
・「食事」と一言で言いますが、実は、根本から「食事を変えること」には強い意志が必要で、とても大変なことだ。単に食事にとどまらず、その人の生き方自体を変えるほどのインパクトを与えることもある。
・これまで何を食べてきたか、何を考えてきたかで今の自分を作っていると言われる。
・人によっては、健康を取り戻すために、魂の領域までアプローチする必要があることがある。これについては、輪廻転生や魂について書かれた書籍をご参照ください。
・詳しくは､エドガー・ケイシーの健康法の書籍参照
⑥遠隔治療
・遠く離れた所にいる患者を､ヒーラーが心霊治療で治すもの｡
・一般的に心霊治療は､患者がヒーラーの前に連れて来られることによって行われます(｢直接的心霊治療｣)｡しかし患者が遠く離れた場所にいる場合でも､心霊治療が功を奏すことがあります｡これを｢遠隔的心霊治療｣と言う｡
・スピリチュアル・ヒーリングにおける｢遠隔治療｣では､ヒーラーを通過した霊的エネルギーが遠くにいる患者に届けられる｡テレパシーなどという言葉を耳にしますが､スピリチュアル・ヒーリングの遠隔治療も､これと同じような状況で行われる｡患者とヒーラーは一面識がなくても､遠隔治療は成立する｡患者の知人からの依頼によって､患者本人が知らないうちに病気が癒されるといったことが生じる｡
・実はこうした遠隔治療には､霊界から送られてくる霊的エネルギーが､ヒーラーを通過して患者に送り届けられ治療されるケースと､地上のヒーラーからの依頼によって霊界の医師が患者本人の所に出向き､そこで霊的エネルギーを与えて治療するケースがある｡
・スピリチュアル・ヒーリングにおける遠隔治療は､スピリチュアル・ヒーリング(スピリット・ヒーリング)がまさに物質次元に限定されない治療であることを示す証拠と言える｡
⑦スピリット・ヒーリング(狭義のスピリチュアル・ヒーリング)
・｢霊界の医師(霊医)｣が主役となって､地上のヒーラーを道具として進める治療をスピリット・ヒーリング(スピリチュアル・ヒーリング)と言う｡
｢地上の人間ではなく､霊界の医師が治療をする｣という､この点こそが､まさにスピリット・ヒーリングの本質です｡この霊界の医師の主導による治療を､最も洗練し効果的に高めたものが､スピリチュアリズムで言うところの
｢スピリチュアル・ヒーリング｣なのです｡
・スピリット・ヒーリングは､心霊治療の中で最も進んだ形態であると言われますが､それはその中に､従来のあらゆる心霊治療の要素と効果が含まれているからです｡
・｢スピリット・ヒーリング｣は､呪術治療､手当・手かざし治療､浄霊治療､心霊手術といった､｢すべての心霊治療を高次元に集大成したもの｣と言える｡
・スピリット・ヒーリングには心霊手術のような華やかさはなく､地味な印象を与えますが､治療効果は心霊手術と比べて､はるかに高いものになっている｡
■ハリー・エドワーズ(1893～1976)
彼のもとには､何人もの英国王室や王族の人々､内閣の大臣､枢密院の人々､国会議員､陸海軍の司令官､さらには高名な医師までが治療を受けに訪れている｡
一年に千通以上の医師からの治療依頼の手紙､さらに多くの牧師からの手紙が届き､あらゆる職業､あらゆる階層の人々が治療を求めている｡そうした治療依頼の手紙は､世界各地から年に数万通に達したと言われる｡
http://www5.ocn.ne.jp/~sl1848sb/newpage305.html
※ハリーエドワーズ『霊的治療の解明』
■ダスカロス(1912～1995)
http://www.daskalos.jp/
■霊的治療家のM・H・テスター氏の著書
『私は霊力の証を見た』
■ジョン･オブ･ゴッド
ブラジルの「聖イグナチオ デ ロヨラ」（通称カーサ）に拠点を置き、世界中に巡礼の旅にでかけ、この50年余りで800万人以上に癒しや奇跡を行っている超人
■浅野　信(まこと)

■武本　昌三

http://www.takemoto-shozo.com/
治療エネルギーの発生源による２分類
●ヒーラー(治療師)自身から､治療エネルギーが発生
・ヒーラー自身の持っているエネルギーを患者に与える治療
・気功治療､オーラ療法(新興宗教で行われている｢手かざし｣など)､手当療
法､マグネティック・ヒーリングなど､大半の心霊治療がこれに相当｡
●霊界にいる治療師(霊界の医者)から､治療エネルギーが発生
・霊界にいる治療師(霊界の医者)から与えられる霊的エネルギーが地上のヒーラーを通過して患者に届けられる
・スピリット・ヒーリングのみがこれに相当｡
治療が及ぶレベルによる３分類
① 霊的レベルへのヒーリング
スピリット・ヒーリングは､純粋な霊界のエネルギーを使用し､患者の霊的レベル(心の深い部分)に直接働きかけることになる｡そして､霊→霊体→肉体､霊→精神→肉体というように､下位へ向けて治療が進んでいく｡
② 精神レベルへのヒーリング
・一部の気功治療や手かざし､信仰治療などでは､患者の精神レベルへ直接的に働きかけがなされることがある｡
この場合､肉体よりも上位レベルの精神から下位に向けて治療が進んでいく｡
・より上位からの治療がなされるという点で､単なる肉体レベルだけの治療よりは効果的と言える｡
・但し､このレベルでの心霊治療には､霊界にいる医者(霊医)の関与はない｡
・精神が肉体に及ぼす影響力の強さについては最近の医学でも認められ､｢心身相関医学｣や｢精神神経免疫学｣といった新しい医学の分野が確立されるようになった｡
・ホリスティック医学の中の心身医学では､信念やイメージによって肉体の病気を克服したり､暗示やプラシーボを用いたりしての治療がよく行われる｡
・ヨーガでは､瞑想や呼吸法による精神レベルへの働きかけが広く行われていますが､これらは､先に挙げた心霊治療と同じ効果をもたらす｡
③ 肉体レベルへのヒーリング
・大半の気功治療､手当療法､鍼､指圧などは､治療師の身体に存在する生体エネルギーを患者に与えて肉体のエネルギーバランスを整える｡
・それらにおける治療は､肉体レベルに留まっている｡
・そのため､単に症状を抑えるといった結果に終わることが大半だ｡
・一般にこうした治療法によって治ったと言っても､あくまで一時的なことであり､こうした肉体レベルだけの治療は､どこまでも“対症療法”の域に留まっている｡
■気功
世界気功フォーラム2007(日本で開催)にちなみ同大会実行部編集の本が出版された｡
｢気功の力　医療気功と80人の気功師｣平凡社1300円｡第一章　今､なぜ気功なのか
第二章　気功とは何か
・｢気｣とは何か
・｢気｣はどこからやってくる
・気功の種類(流派)⇒11種類⇒中国政府認定は4種類

・気功の基本３要素　①調身（姿勢）､②調息（呼吸）
③調心（意識・意念）⇒調和⇒三調を整える

・気功で健康になるためには
第四章
・気功はいつ始まったのか
・気功と中医学
・気功と宗教
・日本の気候が与えた影響
第四章　気功と科学教授
第五章　医療気功の現状と未来
第六章　気功Ｇ＆Ａ
■明治期の古神道探究家･川面凡児(かわづらぼんじ)師の説
■明治期の古神道探究家・川面凡児（かわづら　ぼんじ）師の説
「ひと」とは、「ひ：霊、と：身体」
・「宇宙萬有の根本は一なり。
二また三あるべきものならず、二また三あらばこれ未だ根本とするに足らず。宇宙萬有の根本は、唯一不二なり。
天と云ふも上帝と云ふも、梵天、佛陀、エホバ、ゴダ、ゼウス、アラー、フォラオと云ふも、均しくこの唯一の根本を意味したるものに過ぎず。
單に言語名稱の異なるのみ。均しく同一根本なり。 
・たゞその根本をいかに解釋信仰しつゝあるか。孰れがよく根本を全解全信しつゝあるか。研究すべきはこゝに在矣」と書いている（『川面凡児全集』第６巻、679～680頁）
■学びの栞（Ａ）シルバーバーチの霊訓より　　

⇒武本　昌三まとめ

4. 祈り　　5. 霊・魂・肉体　　16.心霊治療
16- f　（病気を縁に魂を目覚めさせる）
・霊力の真の目的は（病気が縁となって）あなた方（心霊治療家）のもとを訪れる人の魂を目覚めさせることです。
・自分が本来霊的な存在であり、物的身体は自分ではないことに気づかないかぎり、その人は実在に対してまったく関心を向けないまま地上生活を送っていることになります。言わば影の中で幻を追いかけながら生きていることになります。
・実在に直面するのは真の自我、すなわち霊的本性に目覚めた時です。地上生活の目的は、帰するところ自我を見出すことです。なぜなら、いったん自我を見出せば、それからというものは（分別のある人であれば）内部に宿る神性をすすんで開発しようとするからです。
・残念ながら地上の人間の大半は真の自分というものを知らず、したがって不幸や悲劇に遭うまで自分の霊的本性に気づかないのが実情です。
・光明の存在に気づくのは人生の闇の中でしかない。
17.病気と健康　36. 誕生（人はどのようにして生まれるか）
50. 業・カルマ・因果律　56. 人生の目的
■学びの栞 (Ｂ)　『ラムサの預言』など多彩
⇒武本　昌三まとめ

4. 祈り･瞑想　 5. 霊･魂･肉体　　
17. 病気・治療・癒し　20. 脳
36. 人はどのようにして生まれるか　44. 神
56. 人生の目的
■ラムサの預言、ラムサの教えより

http://plaza.rakuten.co.jp/OmMaNiPadMeHum/diary/200707090000/
・足立育朗さんの波動の法則によると人間のボディー構造は一番中心に肉体（アーンプ体）、それから順にシン体、エーテル体、アストラル体、メンタル体、コーザル体、コアード体の７つの体でできている。（波動の法則P177）
ラムサの言う、肉体の周囲の７つの帯（バンド）とは、これらと一致する。
・これらの微細なボディーに影響を与えるのは「観察者」と「前頭葉にある思考」だったのだ。
・眠りに就く前に、心静かなときを持ち、そのことについて考えて欲しい。そして、あなたが人生で起って欲しいと望むことを三つ考えて欲しい。ちょうど三つのこと、三つの夢だ。
・何でもかまわない。聖霊をさらなる栄光で満たすものかもしれないし、明晰夢のような明晰な人生を持つことかもしれないし、信じられないほどの富かもしれない。あなたが受け入れられるものなら何でもいい。書いているものを受け入れられないならば、あなたがそれを手にすることはない。
・だから夢の部屋にもどり、自分が道の途中で失ったものを見つけなさい。
・あなた方のほとんどは、子供の頃にそれを失ってしまった。そこに戻って、自分に起ってほしい何かを見つけなさい。
・ただし、それが自分の受容できる範囲内にあることを確かめなさい。それからそれを書きなさい。そして、それぞれに絵を描きなさい。
・三つ書き終わったら、自分自身のことについて思い巡らしなさい。そしてフォーカスして欲しいのは、自分自身の変えたいことだ。そして、どんなことでも可能なのだ。永遠に過去に縛られるものなどない。ほんの一時的なものだ。自分の不足、疑い---何でもいい---病気などにフォーカスし、それを書きなさい。あなたの人生で変えたい三つの事柄とは何だろうか。それを書き出して、それぞれに一つの絵を描きなさい。あなた方にして欲しいことはそれだけだ。
・それから眠りに就く前に---テレビを見ることなく---心の中に崇高な思考を持って眠れるように、読書をしなさい｡では､あなたが読む必要のあるものとは何だろうか?
・量子力学についての本を読みなさい。
・現実を創造することについての本を読みなさい。
・次の人生という概念や次の人生で誰になるのかとうことについての本を読みなさい。
・あなたの聖霊（スピリット）のための食べ物を自分に与えなさい。体のためではなく、聖霊のためだ。それを脳に入れてから眠るようにしなさい。」
（ラムサの教え　P176）
■ラムサ－真・聖なる予言
http://www.geocities.jp/ofile425/ramusa-seinaruyogen4.html
夢の見続け方,夢の実現の仕方を学び合い,迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2012.5.10

別称　アストラル体⇒別称⇒(発光体(luminous body)、夢体(dream body))
活力媒体⇒別称⇒活力体(vital body)
魂体⇒別称⇒欲望体(desire body)、感情体(emotional body)
エーテル体⇒別称⇒複体(double)、エーテル複体(etheric double)　　⇒　図は次頁へ
別称　
アストラル体⇒別称⇒

発光体(luminous body)、夢体(dream body))
活力媒体⇒別称⇒

活力体(vital body)
魂体⇒別称⇒

欲望体(desire body)、感情体(emotional body)
エーテル体⇒別称⇒

複体(double)、エーテル複体(etheric double)　
『奇蹟のハンド･ヒーリング』　

三浦一郎著　たま出版　S45.10月､ H7.11.10日新版
1)最も原始的でもっとも効果ある治療法
・人が患部に手をあてて病気をいやすという現象は、人類の発生とともに存在したもの。世界人類共通。本能的に手がいく。これを意識的に体系づけて自己治療とともに他人治療として組み立てたのが、ここにいう「手あて療法」
・Ｓ4年11月『霊医学基本教科書』

・Ｓ9年８月『かむながら医学』第一巻～Ｓ10年６月第三巻－“かむながら(惟神)療法”
2)治療家としての半生
①小学生当時から｢手あて治療｣
②催眠術を行う

③16歳の時大患をわずらう

④心霊医術の遍暦時代

⑤朝鮮での難病者救済
3)手の神秘
①｢手｣とはなんぞや

②｢手｣は神と人とをつなぐ｢架け橋｣(アンテナ)
③ バイブルに現れた｢手｣の記録

④ 仏教関係の｢手｣について

⑤ 啄木の手､ロダンの手､ダヴィンチの手､その他の｢手｣について

⑥ 切手､手形､母印､捺印等の起こり

⑦ ｢手｣の科学

4)東西の｢手あて｣療法、概観
① 海外における｢手あて｣療法≪1≫

② 海外における｢手あて｣療法≪2≫
③ 海外における｢手あて｣療法≪3≫
④ 釈迦と｢手あて療法｣
⑤ キリストの｢手あて療法｣
⑥ 日本における｢手あて療法｣
5)なぜ｢手あて｣が効くか
① ｢手あて｣の効くわけ
② マイスネル氏小体と｢手あて療法｣
③ 大沢教授の｢手あて｣の科学的実験
【第一実験｢足の裏｣】

【第二実験｢手のひら｣】

【第三実験｢紫外線の代わりに“手のひら”｣を】

【第四実験｢手からの放射｣を】

【第五実験｢手あての効果｣について】
6)｢手あて｣療法
① 定義

② 歴史

③ 流派

④ 手技

イ｢手あて法｣－｢片手あて法｣と｢両手あて法｣
ロ｢吹息法｣
ハ｢言霊法｣
二｢手掌圧法｣
ホ｢指頭圧法｣
へ｢振動法｣
ト｢撫下法｣
チ｢撫擦法｣
リ｢運動法｣－｢自力運動法｣｢他力運動法｣｢反抗運動法｣｢矯正法｣｢合掌正座と自己療法｣
ヌ

⑤注意事項について

⑥｢手あて｣の目的と一般的効果

1.神経の機能を調節
2.組織細胞の活動を旺盛にし､血液循環をよくする｡
3.リンパ液の循環をよくする｡
4.細胞及び組織に活力を与える｡
5.新陳代謝を盛んにし､代謝産物を除去する｡
6.胃腸の機能をたかめ､消化作用を助ける｡
7.身体内部の変調を整える｡
8.筋､腱の異常緊張を緩和する｡
9.打撲､捻挫､脱臼等の出血の吸収をすみやかならしめる｡
10.強直せる関節の運動不能をよくする｡
11.精神的興奮をしずめ､血圧､呼吸､脉搏(みやくはく)を安定させる｡
12.｢手あて療法｣は沈痛､消炎作用を助ける｡

13火傷､創傷などによる人体欠損部の再生を促進する｡.

⑦ 実験的研究

⑧ 特徴

⑨ 適応症と不適応症

⑩ 禁忌症と禁忌部位

⑪ ｢手あて｣療法の範囲


7)｢手あて療法｣者の資格と条件
① 術者としての資格養成

イ人は神の子
ロ｢手あて能力｣開発法いろいろ
【西式､西医学の西勝造氏】
【手のひら療法の江口俊博氏】
【ヨーガと導引療法の西沢道允氏】
【出口王仁三郎翁】
【触手療法の西村大観翁】

ハ｢手あて能力｣自己開発法

二他力開発法

◎他力開発法

②病気の実体と癒能作用

③日々修養の気構え

④被術者(患者)の心得

1.医者や薬品で治る自信のある間は施術を受けぬがよい｡

2.本当に治したいという真心がなければ施術を受けても無駄である｡

3.信頼感をもって､素直な気持ちで｢手あて｣を受ける｡

4.周囲がすすめても本人が納得しない場合､また本人が希望しても家族に理解がない場合は､目にみえない霊的拒否反応があらわれ､効果を阻害されることがある｡

できるだけ本人および周囲の理解が必要である｡

5.被術者(患者)は原則として術者の宅に行って｢手あて療法｣を受ける｡

術者を自宅に迎える場合は一家が気持ちよく迎えることが必要である｡
⑤｢手あて法｣の変形
8)各種疾病｢手あて法｣
① 各種診断法

1.西洋医学者の診断法

2.漢方医家の診断法

3.理療家､物理療法家の診断法

4.易占家､心霊術家の診断法　　　　　の4種
② 施術上の諸注意

イ患者を受け付けた時は必ず｢カルテ｣を作製すること｡

住所､氏名､性別､生年月日､職業､遺伝､既往症､現在の症候(睡眠､食欲､便通､主訴､その他)､病名､食事関係､環境､検診等を書き入れ将来の参考に備えること｡
ロ施術のときは口をそそぎ､手を洗い､手掌を消毒する｡爪は短く切っておく｡
ハ伝染病の患者はあつかわない｡重症患者や急性熱性患者はさけた方がよい｡火傷や創傷などもよく効くが､医者に行ってもらう方がよい｡
二｢手あて療法｣は患部に軽く手をあてて聖句(祝詞､経典､バイブルなどの一節)を唱えるだけだから､きわめて無理のない自然な治療法である｡どんな病気にでも効果がある｡ただ病気によって速効性のものと遅効性のものとがある｡また同じ病気でも個人差のあることも事実だ｡

ホ患者をみたらすぐ､この患者は適応症か不適応症かを見きわめなければならない｡やっているうちに(約30人くらい)自然にわかるようになる｡不適応症とは全治の見込みの立たない人をいう｡半分治る人､７分通り治る人､２,３分しか治らない人等いろいろある｡全然効果がないということはまれである｡
へ頭部､顔面､手足等の如き露出部は患部に直接｢手あて｣するが､普段衣類でおおっているいわゆる被服部は衣類の上から｢手あて｣するのが常法である｡
ト重い病人は額部と鳩尾(みぞおち)にごく軽く｢手あて｣を行い､聖句を唱えず無言で施術する｡

遠隔から行っても相当な効果をあげることができる｡

チ原因不明の病気､老衰などはたんに額部､頭部､胸部､腹部だけに軽く手をおいて施術し､効果をあげることができる｡
リ一人で幾つもの病気がある場合は､その一つだけを重点的に行い､他は２,３分ずつ軽く施術したらよい｡

ヌ病名のわからないものは､その異常個所(不快個所)に手あて｢手あて｣したらよい｡

ル.｢手あて｣の治療に要する時間には一定の制限はない｡普通は１回10～20分が適当(初心者は20～30分)

③対症療法概説
④上部疾患対症療法

⑤中部疾患対症療法

⑥下部疾患対症療法

⑦各種一般対症療法
9)｢手あて療法｣の効果と治験例
①扁桃腺熱が即座にさがる

②医者で治らぬ腰痛が二回で治る

③高血圧と関節痛が一回で治った

④高熱が下がりいっぺんに食欲おう盛

⑤接骨医で治らぬ｢指の屈指｣が3回で治る

⑥入院中の失明患者が2回で治る

⑦難症の偏頭痛が2回で全快

⑧マラリア､心臓弁膜症1回で全治､脊椎カリエス､膝関節炎等も治る

⑨交通事故の後遺症が1回で治った

⑩ジフテリアが治る

⑪交通事故での前頭葉障害が治る

⑫恐怖症の中学生2回で全治

⑬神経痛が数回で全治

⑭腰痛が2回で全治

10)｢手あて療法｣は動・植物にも効く〔ほか〕
①なぜ動・植物に効くか
②動・植物｢手あて｣効果の実例

11)大衆療法としての｢手あて法｣
12)按摩・導引は｢手あて｣の一種

13)指圧､マッサージは｢手あて｣の現代版

14)医学史のあらまし
①原始医術の時代

②経験医術の時代

③魔法医術の時代

④記述医学の時代

⑤宗教的医学の時代

⑥科学としての医学時代

⑦近代医学の動向

⑧小括と今後の展望

15)魔法医学(シャーマン)について
①各民族間における魔法医学

②医学と毉と醫についての文献

16)自然医学の提唱
17)　健康と長寿
①自然順応の生活

②春夏秋冬による食物

③規則正しい生活

18)健康に必要な諸条件
①内的条件

②外的条件

③不内外因

④自然治癒能力に目ざめること

⑤病気とは癒能現象なり

⑥病気に感謝せよ

⑦食物こそほんとうの薬である

19)全宗教者よ！！｢手あて法｣武器とせよ
20)むすび
補追資料

夢の見続け方,夢の実現の仕方を学び合い,迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2012.5.10
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（アラヤ識）
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・自我を知覚し、癒して消滅させ、�　意識を魂と直結して「意識的に」�　生きることで、知覚が拡大する。





・集合意識に直接働きかけて�　変化を加速し、アセンションを為し


心身魂一体となって活きる。











